
 

 

「手をかけ 目をかけ 心をかける」 

研究部長 武井 昭憲 

 

子どもの成長とともに、子どもと関わる距離感は変わっていきます。私の家には、６歳・

３歳・０歳の３人の子ども（＋妻）がいますが、いつも「どう関わるのが正解なのかな？」

「これは失敗したな」と悪戦苦闘の毎日を過ごしています。 

子育ての言葉の中には、「手をかける」「目をかける」「心をかける」など「○○をかける」

というものがあります。これらは子どもが歳を重ねていくにつれて変化していくものです。

この「○○のかけ方」は、子どもの『自立』と『自律』を支える上で、とても重要である

と考えています。 

「なんで○○しないの？」「どうしてできないの？」とついつい言ってしまうこの言葉。

これらの言葉がけは、どの「かける」に当てはまるのでしょう？よく考えてみると、大人

の一方的な思いや都合で使っていることが多いのではないでしょうか。例えば、宿題を自

分からやらない子にも様々な事情があると思います。本当に分からなくて悩んでいる子、

自分が楽しいことを優先してしまう子。自分のお子さんの様子を見極めて、適切な「○○

のかけ方」をすることが子どもの成長につながっていきます。分からなくて悩んでいる子

には、「手をかける＝一緒に考えてあげる、考え方を教えてあげる」ことが必要です。一方、

自分の気持ちでやらない子には、「まず声をかけてみる」「同じ空間にいてあげる」「環境を

整えてあげる」「ご褒美でやる気を出させてみる」など様々な作戦が考えられます。「目を

かける」は、子どもたちの様子を把握し、いつも目が届くように関わることが大切です。

放っておくことや声だけかけることは「目をかける」ことにはなりません。どう関わるの

が正解かマニュアルがあるわけではなく、その答えは試行錯誤の末に辿り着くものではな

いでしょうか。その時、最も大切なことは『心をかける』ことです。どんな関わりであっ

ても、「いつもあなたを応援しているよ」「あなたに大きく、立派な大人に成長してほしい

よ」という思いは不変であるものです。思春期を迎えると、手をかけすぎることで反抗し

たり、「うざい」「うるさい」という言葉を使ったりするようになります。だからと言って、

一人前に何でもできるわけではないので、大切なことを伝え続けたり、手はかけずとも温

かい目で見守ったり、常に『心をかける』ことで、子どもの『自立』と『自律』の成長に

導けると思います。 

新陽小学校の授業での目指すべき姿は「自ら意欲をもって、友達と協同的に学ぶ姿」で

す。学年の発達段階や子どもたち一人一人の個性に合わせて、様々な「○○のかけ方」を

使い分けるとともに、その土台である『心をかける』を大切にして、子どもたちの気持ち

に寄り添った指導を進めてまいります。 

夏休み期間中は、お子さんと一緒にいる時間も増えると思います。ぜひ今のお子さんに

合った「○○のかけ方」を意識してみてください。 
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２年２組担任三國 結希教諭が７月３１

日で離任しました。 

８月３日には、育休を取っておりました

土田 知里教諭が2年２組の担任として着

任しました。 

公園への避難訓練について 

校内での避難経路の確認については、１

学期の訓練で行っております。 

校内から２次避難を行う場合、本校はエ

ルムの森公園に避難することになります。 

安全に全校児童が公園まで避難するた

めに、夏と冬の２回、公園までの避難訓練

を行います。 

密集を避けるため、２つの玄関を使い、

公園までの経路も２方向に分けて行いま

す。 

夏休みの生活 

 

明日より、夏休みが始まります。例年に比べ短いお休みですが、充実した夏休みが過ごせる

よう、お子さんと下記の事項に留意して、事前の計画を一緒に立ててください。また、評価や

励ましの声掛けもお願いします！ 

【学習】○計画を立て、自分から進んでやりましょう。 

    ○ワークでの宿題です。学習のページ・生活表を使用することになります。付属のまとめのテ

スト（学校保管）は、２学期に行います。     

【健康】○熱中症に気をつけて、元気よく外で活動しましょう。 

    ○人のいる所に出かけるときには、マスクを着用しましょう。帰ってきたら手洗いを忘れずに。 

【生活】○規則正しい生活を心がけましょう。 

    ○家庭内の仕事やお手伝いなどに進んで取り組みましょう。 

    ○花火は必ず保護者と一緒に、近所の迷惑にならないよう、時間と場所を考えて楽しみましょ

う。また、確実に消火しましょう。 

【安全】○外出の際は、家の人に「だれと」「どこへ」「いつ帰る」などがわかるようにして出かけ 

ましょう。『いかのおすし』の合言葉をしっかり確認しましょう。 

    ○帰宅時刻は午後５時です。（夏休み中も愛の鐘は鳴ります。） 

    ○自転車の乗り方（交差点では止まって安全確認をする、歩行者を優先するなど）を守りまし

ょう。また、ライトやブレーキの点検もしましょう。 

○危険な場所には近づかないようにしましょう。 

○公園では、マナーを守り、使っているみんなが楽しめる遊びをしましょう。 

※夏休みの過ごし方（学習・生活）については、配付済みの「夏休みの生活」「各学年便り」

等も合わせてお読みください。  

８月１０日 (月) 山の日 

  １２日（水）夏季休校日 

  １３日（木）夏季休校日 

  １４日（金）夏季休校日 

  １７日（月）６年生 登校日 

  １８日（火）６年生 登校日 

  １９日（水）２学期始業式（TV） 

        ５時間授業（給食あり） 

        交通安全指導（～２１日まで） 

  ２０日（木）避難訓練（エルムの森公園） 

☆夏休み中、緊急の連絡等がある場合は

直接学校へ連絡願います。 

TEL７５６－１５３８ ８：１５～１６：４５ 

（土日、祝日、夏季休校日8/1２～1４

を除く） 

 

＊6年生は、１７日（月）からの登校

になります。 

＊2学期始業式から、通常の日課に戻

ります。  

☆２学期始業式は、８月１９日（水）です。 

登校時刻は、８：１０～２０です。 

検温カードも忘れずに持たせてください。 

 


